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核融合科学研究会の2019年度総会が、2019年6月6日（木）、
岐阜県土岐市の核融合科学研究所管理棟4階第一会議室に
おいて、澤岡 昭会長（大同大学名誉学長）をはじめとして、
会員企業、関係者をお招きし、出席者12名および表決委任
者16名（総会成立要件満足）で開催されました。
まず、本研究会会長を務めておられる澤岡 昭氏からご

挨拶をいただいた後、本総会の議長の選任が行われ、満場
一致で澤岡会長に決定されました。
議事では、はじめに、柳 長門運営委員会委員長（核融

合科学研究所教授・核融合工学研究プロジェクト研究統括
主幹）より、第1号議案である2018年度事業報告及び決算
報告について、資料に基づき内容の詳細な説明がありま
した。2018年度の主な事業としては、核融合科学研究会主
催の特別講演会の開催（2018年6月6日、総会の後に開催）、
第28回見学会の実施（2018年10月22～23日、青森県六ヶ所
村：日本原燃株式会社（燃料サイクル施設）、量子科学技
術研究開発機構 六ヶ所核融合研究所、環境科学技術研究
所の見学、参加者12名）、また、国際交流経費助成として、
第27回国際土岐コンファレンス＆第13回アジ ア太平洋プ ラ
ズ マ理論コンファレンス、および、市民学術講演会（2018
年11月19日～11月22日）への経費援助等を行いました。機
関誌の発行としては、核融合科学研究会ニュース『融會』
（No.62,63）の発行、2017年度事業報告書を発行しました。
広報活動助成の一環としてとしては、第12回核融合エネル
ギ ー連合講演会（2018年6月28，29日、ピ アザ 淡海（滋賀
県立県民交流センター）にて開催）への助成、また、総合
研究大学院大学（総研大）核融合科学専攻が開催した2018
年「夏の体験入学」への助成、核融合科学研究所オープン
キャンパス2018（2018年9月8日開催）への助成を行いまし
た。さらに、若手研究者の育成として、総研大核融合科学
専攻の学生に対して、前期10名、後期11名への奨学金の支
給、および、特別共同利用研究員9名に対する研究連絡打
合せ旅費の援助を行いました。以上が報告された後、会務
の報告として、総会（2018年6月6日（水））、および、4回
の運営委員会（第137,138,139回、および、所内運営委員に
よる会合1回）が開催されたことが報告されました。最後に、
2018年度決算報告、財産目録の説明がなされました。引き
続き、監事を務める伊藤俊之氏（株式会社北野製作所代表
取締役）より会計監査結果の報告がなされ、第1号議案は
承認されました。
続いて、柳運営委員会委員長より第2号議案の説明があ

りました。第2号議案では、2019年度の事業計画（案）及
び収支予算（案）について提案がなされました。核融合科
学に関する技術動向の調査や産業界との情報交換、産学連
携等を進めるため、講演会や見学会を企画し実施すること、
核融合科学研究所が運営を務める第28回国際土岐コンファ
レンス（2019年11月5日～8日、セラトピア土岐にて開催予
定）をはじめとする核融合関連の国際シンポジウム等の開
催を支援すること、機関誌等の発行として、2018年度事業
報告書の発行、および、会報「融会」の発行を行うこと、
また、パンフレットを新調すること、広報活動の一環とし

て、引き続き、核融合科学研究所の「夏の体験入学」、オー
プンキャンパスの支援をしていくこと等について報告があ
りました。若手研究者の育成の推進としては、総研大核融
合科学専攻の学生の奨学金、および、特別共同利用研究員
の旅費支援をしていくこと等が説明され、2019年度収支予
算案とともに提案され、本議案は承認されました。
第3号議案では、柳運営委員会委員長より、2019年度の

会長、理事、監事、運営委員についての提案がなされました。
その結果、会長として澤岡 昭氏が留任すること、理事と
して竹入 康彦氏、柳 長門氏、下妻 隆氏の3名が留任する
こと、また監事として伊藤 俊之氏が留任すること、運営
委員としては、会員企業より4名の方々、および、核融合
科学研究所から10名が就任することが承認されました。
以上の会務終了後、核融合科学研究所の竹入 康彦所長

（核融合科学研究会理事）より、核融合科学研究所の近況
について報告がなされました。まず、核融合科学研究所に
おける研究目標・計画について、さらに学生教育・若手
研究者育成への貢献が説明されました。また、本年度で研
究所創立30周年を迎えたことが報告され、これに併せて創
設した核融合エネルギー研究基金に対する賛同について感
謝が述べられました。続いて、進行中の３研究プロジェク
トの現状と最新の成果、今後の展望について報告がなされ
ました。特に大型ヘリカル装置（LHD）実験においては、
重水素実験２年目の成果として、１億2,000万度のイオン
温度を保ったまま電子温度を6,400万度まで向上させるこ
とに成功したことなど、最新の成果が報告され、この結果
が国際的にも注目され、これにより国際共同研究が一層増
加していることが示されました。LHDの研究には、約100
名の研究者と、国内から約400名の研究者と約150名の大学
院生、海外からも約70名の研究者が 参加していることが報
告されました。また、数値実験炉研究プロジェクト、およ
び、核融合工学研究プロジェクトの最新の成果についても
説明がなされました。会員の関心は高く、熱心に説明に聞
き入っていました。さらに、今年度は、総研大学生の代表
者（５年一貫制博士課程４年の松永信之介氏）から博士研
究に関する発表が行われ、発表の最後には、核融合科学研
究会からの奨学金支援に対する感謝の言葉が述べられまし
た。他にも多くの総研大生が出席し、会員の方々と奨学生
が顔合わせできる良い機会となりました。
総会の後、続いて、特別講演会が開催されました。講師
には、自然科学研究機構 基礎生物学研究所の渡辺英治先
生をお迎えし、「人工知能は錯視を知覚するか」と題して、
大変興味深いご講演をしていただきました。ご講演の詳し
い内容については、別掲記事をご参照ください。
特別講演会の終了後、総会出席者のほかに核融合科学研
究所の職員、総研大学生その他関係者等も集い、懇親会が
開催されました。会員企業の皆様と研究所員、学生との相
互の交流が図られ、盛会のうちに終了しました。
 （文責：下妻　隆
 核融合科学研究所ヘリカル研究部
 プラズマ加熱物理研究系　教授）

NPO法人 核融合科学研究会 2019年度総会開催される
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第27回国際土岐コンファレンスおよび第11回アジアプラズ
マ・核融合学会を、平成29年12月5日から12月8日まで、岐阜
県土岐市のセラトピア土岐を会場として合同開催しましたの
でご報告をいたします。なお、今回から土岐コンファレンス
の会議名に副題を設けず、恒久的な会議名として「プラズマ・
核融合に関する国際土岐コンファレンス」といたしました。
近年、プラズマ科学は核融合関連ばかりでなく様々な分野へ
と大きな拡がりを見せています。ここ数年の土岐コンファレ
ンスでは、この流れを受け、特定の分野に限定せず核融合、
宇宙、医療応用、農業応用、材料加工など幅広い分野を対象
として、それらの共通性と多様性に目を向けて開催してきま
した。アジア太平洋プラズマ理論会議はプラズマ科学全般に
関する理論・シミュレーションの会議で、磁場閉じ込め核融
合、スペースプラズマ、レーザープラズマ相互作用、低温プ
ラズマ、基礎プラズマからそれらの応用まで広い分野を対象
としています。1996年に第一回会議が催されて以来アジアお
よび環太平洋諸国で開催されており、日本での開催は9年ぶ
り4回目となります。合同開催であることから、幅広い分野
の共通性を探る手段として理論・シミュレーション研究を一
つの軸として、シミュレーション技法や可視化も主要な課題
に取り上げました。
会議開催により学術的体系化や分野間連携の拡大、さらに

は、核融合科学研究所を中核とした国際的学術拠点形成の促
進と特に若手にとっての国際的交流の経験などが期待されま
す。
開催期間を通じて、本会議には16カ国から総数221名の参
加があり、活発な議論が展開されました。会期中にはバンケッ
トを、続く日程では市民学術講演会を企画し、会議参加者や
地元の皆様との交流の良い機会となりました。
開会式においては、竹入康彦所長の開会挨拶の後、古屋圭
司衆議院議員（ご代読）、大野泰正参議院議員（ご代読）、加
藤靖也土岐市長、吉澤菜穂美文部科学省研究開発戦略官付核
融合科学専門官からご祝辞を賜りました。また、渡邉猛之参
議院議員からはご祝辞を、大野泰正参議院議員からはご祝電
を寄せていただきました。加藤淳一土岐市議会副議長、加藤
輔之瑞浪市議会副議長、加藤淳司土岐市副市長、山田恭正土
岐市教育長、水野龍雄土岐市総務部長にはご臨席いただいて
います。特にこれら地元の方々の長年の温かいご支援を大変
ありがたく存じております。開会式後に撮影しました参加者
の集合写真を表紙に示します。
本会議では、チョンソク・チャン教授（米国・プリンスト
ンプラズマ物理研究所）、ドン・スポン博士（米国・オーク
リッジ国立研究所）、洲鎌英雄教授（核融合科学研究所）、藤
岡慎介教授（大阪大学）に、それぞれ「米国SciDACプログ

第27回国際土岐コンファレンス・
第13回アジア太平洋プラズマ理論会議開催のご報告

集合写真
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ラムおよびエクサスケールコンピュータプロジェクトのもと
でのXGCコードによるジャイロ運動論物理」、「アルベン波と
ホイッスラー波の周波数領域における高エネルギー粒子駆動
不安定性」、「数値実験炉研究プロジェクトの最近の進展」、「マ
ルチピコ秒超高強度レーザーによる磁化高速加熱を用いた
レーザー核融合における点火への段階的アプローチ」につい
ての基調講演をいただきました。これらの４件の講演に加え
て、19名の招待講演者に幅広い分野にわたる最新の研究成果
を発表いただきました。一般講演としては口頭発表7件、ポ
スター発表158件の合計165件の発表がありました。これらの
発表から投稿・査読を経たものがプラズマ・核融合学会の学
術誌Plasma and Fusion Researchにおいて出版されることに
なります。
会期中には、「バンケット」を実施し、会議参加者と地元

の方々や所員と歓談を楽しみました。バンケットにおいて
は、加藤土岐市市長に歓迎の挨拶をいただくとともに、チャ
ン教授、スポン博士からご祝辞をいただきました。チャン教
授、スポン教授ともに核融合科学研究所と共同研究を行って
おり、長年の交流に関するお話が印象的でした。
11月23日（祝）には同じセラトピア土岐を会場として一般

市民を対象とした市民学術講演会が開催されました。今回
は、名古屋大学高等研究員の森島邦博博士を講師にお招きし、
「宇宙線イメージングによるエジプトのクフ王のピラミッド
調査～未知の巨大空間の発見」という演題でご講演をいただ
きました。約280名の方に来場いただき、サテライト会場も
満員になる盛況ぶりでした。名古屋大学の素粒子物理学の研

究で数々の新粒子を発見してきた原子核乾板をピラミッドに
持ち込んで、その内部の未知の空間を探るという、素粒子物
理学と考古学を結んだ最先端の研究について、原子核乾板の
作成からピラミッド内に入っての乾板の設置の様子などの映
像も交えてわかりやすく丁寧に解説いただきました。空から
絶えず地球表面に降り注ぎ、私たちの体の中を通過している
ミュー粒子という素粒子を原子核乾板で捉えて、巨大な古代
遺跡の内部構造を探る壮大なお話に来場者の方も心を奪われ
ている様子でした。その後の質疑においても、来場者の方か
ら多数の質問がなされ、大変な盛り上がりを見せました。森
島博士は本講演で紹介された原子核乾板の核融合研究への応
用を視野に入れて、以前の土岐コンファレンスでも講演され
たそうです。思いがけないところで繋がる科学の興味深さと、
30年近く続けてきた土岐コンファレンスが分野を超えた研究
交流にも貢献できていることを実感されました。講師の森島
邦博先生、そして、とても熱心に講演を聞いてくださいまし
た多くの市民の方々に、改めて御礼申し上げます。
最後になりますが、本会議は岐阜県、土岐市、一般社団法
人プラズマ・核融合学会、核融合科学研究会のご後援をいた
だき、また、市民学術講演会には上記に加えて岐阜県教育委
員会、土岐市教育委員会、中部ESD 拠点協議会にもご後援
をいただきました。核融合科学研究会より多大なご支援を賜
りましたので、ここに御礼申し上げます。
 （文責：石黒　静児
 基礎物理シミュレーション研究系　研究主幹・教授
 ITC27&APPTC2018 現地実行委員長）

市民学術講演会の様子

開会式の様子 ポスターセッションの様子
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ご講演概要
本講演では「人工知能は錯視を知覚するか」というタ

イトルで、人工知能と脳科学の最前線について話された。
まず、様々な錯視（目の錯覚）画像（p.4~13）を見せら
れ、人間が持つ錯視という現象を紹介された。この中に
は、ブラインドにインクがじわじわ滲むというご自身で作
られた画像（p.8）もあった。このような錯視を引き起こ
すメカニズムのひとつに、「予測符号化」理論がある。こ
れは、大脳皮質が常に視覚世界の予測をしており、感覚入
力と予測との誤差のみを学習しているとする仮説である
（p.14~24）。この仮説を人工知能に取り入れることによっ
て錯視の再現の可否が検証された（p.25~37）。予測符号化

理論を組み込んだ深層学習ネットワーク（PredNet）に日
常生活を撮影した動画（頭にカメラを取り付けてテーマ
パークで一日過ごして撮影、p.38）を学習させた。学習し
た後の深層学習ネットワークは、回転しているプロペラ
画像（p.39）の動き（回転の大きさや方向）を予測できた
（p.39~41）。さらに、有名な錯視画像である「蛇の回転錯視」
（p.42）が引き起こす、画像が回転しているかのように見
える回転運動の錯視も再現した（p.44）。これらの結果は、
予測符号化理論が有力な仮説であることを支持している。
人工知能による脳科学へのアプローチは大変興味深く、今
後の展開に興味が尽きない講演となった。

核融合科学研究会 2019年度 特別講演会
2019年6月6日（木）

「人工知能は錯視を知覚するか」
講師　渡辺　英治（わたなべ　えいじ） 先生

講師のご紹介
自然科学研究機構 基礎生物学研究所 神経生理学研究室 准教授、国立大学法人 総合研究大学院大学 准教授（併任）。
工学博士。中枢神経系内のグリア細胞の一つであるオリゴデンドロサイトやアストロサイトによる脳の可塑性制御に関す
る研究や、脳のナトリウムセンサに関する研究の進展に尽力されてきた。脳のハードウェアとしての研究のみならず、 現
在は、メダカとヒトの視覚系研究を中心に据えて、脳のソフトウェアとしての研究にも従事されている。最新の研究成果
がNHKで特集を組まれて紹介されるなど注目を集める一方、古代史を紐解く書籍を出版するなど、幅広く活躍されている。

渡辺英治先生の特別講演の様子
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『渡辺 英治 先生　ご講演資料より』
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Formal Neuron
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核融合科学研究会ニュース
第64号（2019年8月）

融　　　會 〒509-5292 岐阜県土岐市下石町322-6　TEL 0572－58－0622／FAX 0572－58－0626
 E-mail：yu-kwai@tcp-ip.or.jp　URL：http://yu-kwai.jp/
 （融會バックナンバーも掲載しております。是非ともご高覧下さい。）

編集・発行

特定非営利活動法人核融合科学研究会

●愛知電機 株式会社
●イビデン 株式会社
●関西電力 株式会社
●株式会社 北野製作所
●株式会社 クリハラント
●四国電力 株式会社
●十合刈谷酸素 株式会社
●株式会社 泰洋電機
●大陽日酸 株式会社
●中部電力 株式会社
●株式会社 トーエネック
●株式会社 東京インスツルメンツ
●株式会社 東光高岳
●株式会社 東芝エネルギーシステムス

●東洋炭素 株式会社
●トヨタ自動車 株式会社
●ニチコン 株式会社
●日本ガイシ 株式会社
●日本空調サービス 株式会社
●株式会社 日立製作所
●富士通 株式会社
●富士電機 株式会社
●株式会社 前川製作所
●丸理印刷株式会社
●三菱重工業 株式会社
●三菱電機 株式会社
●美濃窯業 株式会社
27社（令和元年7月現在、50音順）

現在の会員　 
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